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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
３
．
舞
踏
会

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
０
６
９
Ｔ

【
作
者
名
】

　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
レ
ラ
イ

【
あ
ら
す
じ
】

　
イ
サ
ム
と
マ
ミ
が
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
の
冬
の
風
物
詩
、
バ

ル
（
舞
踏
会
）
へ
。
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舞
踏
会
の
晩
、
冬
の
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
は
、
珍
し
く
晴
れ
上
が
っ
て
い
た
。

　
ア
ル
テ
ド
ナ
ウ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
招
か
れ
た
舞
踏
会
の
会
場
は
、
町
の
北

バ
ル

に
ド
ナ
ウ
河
を
渡
っ
た
向
こ
う
側
の
、
「
ウ
ィ
ー
ン
国
際
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
一
角
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
イ
サ
ム
の
フ
ル
ー
ト
の
相
棒
、
ハ
ロ
ル
ド
・

チ
ュ
ン
が
普
段
、
勤
務
し
て
い
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
本
部
も
あ

る
。

　
イ
サ
ム
が
駆
け
つ
け
て
会
場
に
入
る
と
、
そ
こ
は
東
京
武
道
館
の
よ
う
に
天

井
が
高
く
、
広
大
な
体
育
館
の
風
情
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
カ
ッ
プ
ル
で
到
着
し
、
ク
ロ
ー
ク
の
前

で
た
む
ろ
し
て
い
た
。

　
普
段
、
お
し
ゃ
れ
と
は
言
い
難
い
ウ
ィ
ー
ン
っ
子
も
、
こ
の
夜
だ
け
は
雰
囲

気
造
り
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
立
ち
居
振
舞
い
が
大
変
洗
練
さ
れ
て
見

え
る
。

　
大
人
の
女
性
は
、
シ
ッ
ク
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
、
そ
し
て
若
い

女
性
は
、
短
い
ス
カ
ー
ト
で
セ
ク
シ
ー
さ
を
演
出
す
る
。

　
男
性
は
と
に
か
く
女
性
の
引
き
立
て
役
で
、
黒
と
白
が
基
本
だ
。
　
黒
っ
ぽ

い
上
下
、
白
い
シ
ャ
ツ
に
蝶
ネ
ク
タ
イ
、
そ
し
て
「
カ
ン
マ
ー
・
ベ
ル
ト
」
と

い
う
黒
い
腹
巻
き
を
つ
け
て
い
る
。

　
ア
ル
テ
ド
ナ
ウ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
楽
士
た
ち
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
ド
レ

ス
・
コ
ー
ド
に
従
い
、
白
と
黒
で
統
一
し
て
い
た
。

　
彼
ら
は
舞
踏
会
場
に
た
ど
り
つ
く
と
、
会
場
の
フ
ロ
ア
よ
り
も
一
段
高
い
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
ス
テ
ー
ジ
に
昇
り
、
そ
こ
で
い
つ
も
通
り
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
風
に
展
開
し
て
い
た
。

　
イ
サ
ム
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
両
襟
が
ピ
ン
と
立
っ
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
、
黒

い
蝶
ネ
ク
タ
イ
、
そ
れ
に
濃
紺
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
姿
だ
っ
た
。

「
何
で
、
我
々
フ
ル
ー
ト
吹
き
ま
で
も
が
、
喉
を
締
め
付
け
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
、
彼
は
多
少
の
不
自
然
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
晴
れ
舞
台
の
気
取
り
を
感
じ
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る
の
だ
っ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
昇
っ
て
周
囲
を
見
廻
す
と
、
マ
ミ
は
既
に
、
第
２
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
グ
ル
ー
プ
で
楽
器
を
調
整
し
て
い
た
。
吹
奏
楽
の
グ
ル
ー
プ
で
、
チ
ュ
ン

さ
ん
が
既
に
着
席
し
て
い
た
。
イ
サ
ム
は
そ
こ
で
軽
く
会
釈
し
、
隣
に
す
わ
っ

た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
オ
ー
ボ
エ
が
、
調
音
の
先
導
役
と
し
て
、
真
ん
中
の
「
ラ
」

音
を
大
き
く
鳴
り
響
か
せ
た
。
す
る
と
他
の
楽
器
も
次
々
と
同
じ
音
を
出
し
、

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。

　
イ
サ
ム
も
一
応
、
フ
ル
ー
ト
で
「
ラ
」
音
を
出
し
て
み
た
。
そ
し
て
自
分
な

り
に
調
和
が
取
れ
て
い
る
と
納
得
し
、
ほ
っ
と
す
る
。

　
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
マ
エ
ス
ト
ロ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
時
間
に
遅
れ
ま

い
と
、
少
し
あ
わ
て
た
様
子
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
き
た
。

「
彼
の
焦
る
姿
も
な
か
な
か
、
乙
な
も
の
よ
」
と
、
イ
サ
ム
は
可
笑
し
く
感
じ

て
し
ま
う
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
言
わ
ば
特
等
席
で
、
舞
踏
会
場
が
良
く
見
渡
せ
た
。
開
会
を
待

つ
お
客
さ
ん
達
は
、
舞
踏
会
場
の
周
囲
を
囲
む
壁
際
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
ワ
イ
ン

や
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
み
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
歓
談
し
て
い
た
。

　
い
よ
い
よ
開
会
で
あ
る
。

　
司
会
者
の
紹
介
を
受
け
て
、
舞
台
の
上
か
ら
主
催
者
代
表
が
、
自
己
紹
介
を

兼
ね
て
挨
拶
し
た
。

「
今
宵
は
、
伝
統
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
名
物
の
お
菓
子
を
作
る
、
我
々
菓
子
職
人
組

合
に
よ
る
バ
ル
で
す
！
　
東
洋
の
月
歴
な
ら
、
２
０
０
１
年
の
正
月
で
し
た
っ

け
？
　
皆
様
、
せ
い
ぜ
い
羽
を
伸
ば
し
、
日
頃
の
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
し
て
下
さ

い
！
」
と
、
に
こ
や
か
に
式
辞
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、

「
最
初
に
演
奏
し
て
く
れ
る
の
は
、
ア
ン
ド
レ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
率
い
る
、

ア
ル
テ
ド
ナ
ウ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
！
」
と
、
締
め
く
く
っ
た
。

　
す
か
さ
ず
、
大
き
な
歓
声
と
共
に
、
拍
手
喝
采
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　
そ
し
て
再
び
、
会
場
が
し
い
ん
と
し
て
く
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
中
央
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
フ
ロ
・
ヘ
ア
と
口
ひ
げ
の
マ
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エ
ス
ト
ロ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
タ
ク
ト
を
振
り
お
ろ
し
、
ア
ル
テ
ド
ナ
ウ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
」
を
演
奏
し
始

め
た
。

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

　
す
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
社
交
界
入
り
す
る
１
７
歳
の
「
デ

ビ
ュ
タ
ン
ト
」
達
が
真
っ
白
な
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ド
レ
ス
に
身
を
包
み
、
蝶
ネ
ク

タ
イ
姿
の
若
い
男
の
子
と
ペ
ア
で
腕
を
組
み
、
整
然
と
並
ん
で
入
っ
て
く
る
で

は
な
い
か
。

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

　
男
の
子
た
ち
は
み
な
背
筋
を
伸
ば
し
、
す
ま
し
た
表
情
で
右
側
の
女
の
子
を

エ
ス
コ
ー
ト
し
、
女
の
子
た
ち
は
右
手
に
、
小
さ
な
白
い
ブ
ー
ケ
を
握
っ
て
い

る
。
彼
ら
が
並
ん
で
挨
拶
し
、
踊
る
姿
に
は
、
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
初
々
し

さ
と
美
し
さ
、
そ
し
て
華
や
か
さ
。

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
，
１
，
ニ
，
三
…
…

ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
，
　
ｚ
ｗ
ｅ
ｉ
，
　
ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
…
…
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
，
　
ｚ
ｗ
ｅ
ｉ
，
　

ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
…
…
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
，
　
ｚ
ｗ
ｅ
ｉ
，
　
ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
…
…

　
ワ
ル
ツ
の
王
者
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
曲
が
何
曲
か
続
き
、
デ
ビ
ュ
タ
ン
ト
達

の
お
披
露
目
が
、
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
く
。

「
い
つ
見
て
も
、
感
動
的
だ
ね
」
と
、
イ
サ
ム
が
フ
ル
ー
ト
を
膝
に
置
き
、
チ

ュ
ン
さ
ん
に
さ
さ
や
く
。

「
Ｙ
ｅ
ｓ
，
 

Ｉ
 

ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
．
 

Ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
 

ｓ
ｅ
ｘ
ｙ
，
　
ｔ
ｏ
ｏ
．
」

と
彼
が
に
こ
や
か
に
答
え
る
。

　
セ
ク
シ
ー
か
…
…
確
か
に
規
律
が
あ
り
す
ぎ
る
の
だ
ろ
う
…
…
と
、
感
慨
深

げ
な
イ
サ
ム
だ
っ
た
。
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間
も
な
く
舞
踏
会
場
が
一
般
に
も
開
放
さ
れ
、
「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
の

演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
ド
レ
ス
の
女
性
達
が
ペ
ン
ギ
ン
気
取
り
の
紳

士
方
と
ペ
ア
で
い
っ
せ
い
に
入
場
す
る
。

　
リ
ズ
ム
が
４
拍
子
に
変
わ
る
と
今
度
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
喜
歌
劇
「
こ
う

も
り
」
序
曲
。

　
た
く
さ
ん
の
老
若
男
女
が
ペ
ア
で
、
狂
っ
た
よ
う
に
く
る
く
る
と
会
場
を
巡

る
。
そ
の
姿
は
、
華
麗
で
爽
快
そ
の
も
の
。

　
女
性
方
は
、
華
や
か
な
衣
装
で
す
っ
か
り
お
し
ゃ
ま
に
な
り
、
「
今
夜
こ
そ
、

私
の
美
貌
と
才
能
を
ひ
け
ら
か
す
の
！
」
と
自
負
す
る
か
の
よ
う
だ
。

「
あ
、
萩
谷
だ
。
一
緒
に
い
る
の
は
、
ミ
ス
平
原
か
」
と
、
フ
ル
ー
ト
手
す
き

の
間
に
、
イ
サ
ム
は
仲
間
を
発
見
し
た
。

　
彼
の
幼
友
達
の
萩
谷
は
、
フ
ロ
ア
の
真
ん
中
で
ピ
ン
ク
の
ミ
ニ
ド
レ
ス
の
若

い
女
性
と
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
踊
っ
て
い
た
。

「
あ
の
く
ら
い
優
雅
に
踊
れ
る
と
、
日
本
人
も
結
構
サ
マ
に
な
る
も
の
だ
…
…
」

　
平
原
さ
ん
は
イ
サ
ム
の
上
司
だ
っ
た
。
大
学
生
の
お
嬢
さ
ん
は
、
休
み
を
利

用
し
て
日
本
か
ら
遊
び
に
来
て
い
た
。

「
あ
の
二
人
は
、
御
両
親
公
認
の
カ
ッ
プ
ル
だ
ろ
う
か
…
…
羨
ま
し
い
限
り
だ

…
…
」
と
感
じ
る
イ
サ
ム
だ
っ
た
。

　
フ
ロ
ア
で
は
、
彼
ら
が
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
舞
い
な
が
ら
、
言
葉
を
交
わ
し

て
い
た
。

「
ウ
ィ
ー
ン
は
、
初
め
て
で
し
た
っ
け
？
」
と
問
い
か
け
る
、
萩
谷
オ
サ
ム
。

「
え
え
…
…
」

「
じ
ゃ
あ
、
舞
踏
会
も
初
め
て
？
」

「
え
え
。
こ
ん
な
季
節
に
親
元
に
来
て
も
、
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
感
激
！
」

と
、
ミ
ス
平
原
。

「
良
か
っ
た
ね
…
…
そ
れ
に
し
て
も
、
上
手
だ
ね
」

「
ち
ゃ
ん
と
、
リ
ー
ド
し
て
下
さ
る
か
ら
…
…
」
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１
０
時
頃
に
な
る
と
暫
く
休
憩
が
入
り
、
ア
ル
テ
ド
ナ
ウ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
楽
士
達
は
、
ほ
っ
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
か
ら
退
場
し
た
。
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
や
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど
吹
奏
楽
器
中
心
の
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」

と
交
代
す
る
の
で
あ
る
。

　
イ
サ
ム
達
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
こ
の
土
地
ゆ
か
り
の
ワ
ル
ツ
、
ポ
ル
カ
そ
し

て
民
族
音
楽
を
、
「
Ｅ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
ｏ
ｒ
 

ａ
ｎ
ｄ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ

ｇ
ｅ
ｒ
ｓ
」
が
、
モ
ダ
ン
な
ジ
ャ
ズ
系
の
曲
を
担
当
し
て
い
た
。

　
最
初
の
曲
は
「
真
珠
の
首
飾
り
」
。

　
す
る
と
早
い
テ
ン
ポ
の
好
き
な
女
性
た
ち
が
こ
の
時
と
ば
か
り
、
カ
ラ
フ
ル

な
ミ
ニ
ド
レ
ス
で
、
真
面
目
を
装
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
し
ゃ
ぎ
、
踊
り
、
体
を

く
ね
ら
せ
る
。

　
紳
士
方
の
、
格
好
の
目
の
保
養
で
は
な
い
か
。

「
冬
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
」
と
の
気
迫
。

　
皆
、
と
て
も
一
生
懸
命
で
、
楽
し
そ
う
。

　
要
す
る
に
、
テ
イ
の
良
い
大
規
模
デ
ィ
ス
コ
な
の
だ
。

　
少
し
間
を
お
い
て
、
女
性
の
ハ
ス
キ
ー
な
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
　
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
，
 

ｗ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
 

ｔ
ｈ
ａ
ｎ
 

ａ
 

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
 

…
…

　
ス
リ
ム
で
セ
ク
シ
ー
な
金
髪
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
が
、
エ
リ
ナ
ー
だ
っ
た
。
彼
女

は
頬
骨
が
高
く
、
色
白
。
チ
ャ
イ
ナ
・
ド
レ
ス
調
に
深
い
ス
リ
ッ
ト
の
入
っ
た
、

銀
ラ
メ
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て
い
る
。

Ｉ
'

ｍ
 

ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
 

ｙ
ｏ
ｕ
 

ｉ
ｎ
 

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
，
 

ｓ
ｏ
ｍ

ｅ
 

ｄ
ａ
ｙ
　
…
…

　
そ
こ
で
イ
サ
ム
は
フ
ル
ー
ト
仲
間
の
チ
ュ
ン
さ
ん
や
津
軽
マ
ミ
、
そ
れ
か
ら

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
の
キ
ャ
ロ
ル
を
誘
い
、
夜
食
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

　
キ
ャ
ロ
ル
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
南
欧
系
の
ア
メ
リ
カ
人
で
、
子
供
の
頃
、
沖
縄

に
住
ん
で
い
た
。
体
格
も
日
本
人
的
で
、
近
づ
き
や
す
い
の
だ
。

「
ね
え
、
向
こ
う
側
で
お
寿
司
を
売
っ
て
い
た
わ
よ
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
表
情

で
マ
ミ
が
言
う
。

「
行
っ
て
み
よ
う
か
」
と
イ
サ
ム
が
反
応
す
る
。
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「
お
寿
司
？
　
い
い
で
す
ね
！
」
と
キ
ャ
ロ
ル
が
声
を
上
げ
る
。

「
Ｈ
ｏ
ｗ
 

ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｔ
 

ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
 

ｓ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
 

？
」
と
、
イ
サ
ム
が

チ
ュ
ン
さ
ん
に
声
を
か
け
た
。

「
Ｗ
ｈ
ｙ
 

ｎ
ｏ
ｔ
，
 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
 

ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
 

ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
，
 

ｐ
ｅ
ｒ
ｈ

ａ
ｐ
ｓ
？
」
と
の
っ
ぽ
の
チ
ュ
ン
さ
ん
が
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
答
え
た
。

　
果
た
し
て
そ
の
出
店
は
見
つ
か
り
、
イ
サ
ム
達
は
サ
ー
モ
ン
と
か
ア
ボ
カ
ド

と
か
マ
グ
ロ
と
か
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
注
文
し
た
。
立
ち
食
い
ス
タ
イ
ル
の
そ

の
店
は
結
構
人
気
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
が
寄
っ
て
き
て
は
サ
ー
ビ

ス
係
の
若
者
か
ら
寿
司
を
さ
ら
っ
て
い
く
。

「
知
り
合
い
の
方
と
か
、
い
ま
し
た
？
」
と
、
イ
サ
ム
が
キ
ャ
ロ
ル
に
尋
ね
る
。

「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
、
か
の
有
名
な
ハ
ン
サ
ム
・
ボ
ー
イ
が
い
た
わ
よ
」
と
、
キ
ャ

ロ
ル
が
う
れ
し
そ
う
に
答
え
た
。

　
チ
ュ
ン
さ
ん
が
、
チ
ラ
ッ
と
キ
ャ
ロ
ル
に
視
線
を
送
り
、

「
フ
ロ
ア
で
踊
っ
て
い
た
、
別
人
だ
よ
な
…
…
」
と
言
っ
た
表
情
を
す
る
。
チ

ュ
ン
さ
ん
も
一
応
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
職
員
な
の
だ
。

　
イ
サ
ム
が
す
か
さ
ず
、

「
エ
リ
ナ
ー
も
、
格
好
い
い
ね
」
と
、
チ
ュ
ン
さ
ん
に
小
声
で
言
う
。

「
そ
う
、
ね
…
…
」
と
、
チ
ュ
ン
さ
ん
が
目
配
せ
す
る
。

「
彼
女
、
少
し
下
品
じ
ゃ
な
い
？
」
と
、
マ
ミ
が
牽
制
し
て
き
た
。

気
が
つ
く
と
、
辺
り
一
面
に
香
水
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
こ
の
間
は
楽
譜
を
届
け
て
く
れ
て
、
助
か
っ
た
わ
」
と
、
彼
女
が
イ
サ
ム
に

言
っ
た
。

「
い
や
、
な
る
べ
く
早
く
と
思
っ
て
…
…
僕
の
方
が
ウ
ィ
ー
ン
に
慣
れ
て
い
る

し
…
…
」

　
そ
れ
か
ら
３
０
分
も
経
た
た
な
い
う
ち
に
、
ス
テ
ー
ジ
に
戻
る
時
間
が
き
た
。

「
ト
リ
ッ
チ
・
ト
ラ
ッ
チ
・
ポ
ル
カ
」
と
口
ひ
げ
の
マ
エ
ス
ト
ロ
・
フ
ィ
ッ
シ

ュ
マ
ン
が
大
声
で
呼
び
か
け
る
。

　
イ
サ
ム
は
一
応
気
分
良
く
チ
ュ
ン
さ
ん
に
挨
拶
し
な
が
ら
席
に
座
っ
た
が
、

い
ざ
吹
き
始
め
る
と
、
集
中
力
が
足
り
な
い
。



8

　
ア
ル
コ
ー
ル
が
回
り
、
マ
ミ
の
こ
と
ば
か
り
、
考
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

「
大
丈
夫
？
」
と
言
っ
た
風
情
で
、
隣
か
ら
チ
ュ
ン
さ
ん
が
、
チ
ラ
ッ
と
目
を

光
ら
せ
る
。

　
そ
こ
で
イ
サ
ム
は
座
る
姿
勢
を
正
し
、
気
合
を
入
れ
直
し
た
。

　
３
拍
子
。
今
度
は
４
拍
子
。
そ
し
て
、
あ
げ
く
の
果
て
に
は
１
２
拍
子
。

　
し
か
し
夜
中
の
二
時
を
過
ぎ
る
と
、
い
か
に
金
髪
の
エ
リ
ナ
ー
た
ち
と
交
代

し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
ス
ナ
ッ
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
士
気
を
高
め
な
が
ら
と
は

言
え
、
疲
れ
と
眠
気
で
み
ん
な
、
デ
ス
マ
ッ
チ
状
態
に
な
り
は
じ
め
た
。
い
つ

の
間
に
か
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
先
生
の
代
わ
り
に
、
背
の
高
い
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ

ス
タ
ー
が
タ
ク
ト
を
振
っ
て
い
る
。

　
イ
サ
ム
も
疲
労
の
せ
い
か
、
目
の
前
の
譜
面
台
が
、
や
け
に
光
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

　
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
は
、
た
く
さ
ん
息
を
使
う
。
際
限
な
く
風
船
を
膨
ら
ま
せ

る
よ
う
に
、
消
耗
す
る
の
で
あ
る
。

　
４
時
半
頃
、
フ
ロ
ア
で
整
列
し
た
男
女
が
手
に
手
を
つ
な
い
で
昔
風
の
「
カ

ド
リ
ー
ル
」
（
４
人
一
組
）
を
踊
る
。

　
そ
こ
で
、
エ
リ
ナ
ー
た
ち
と
最
後
の
交
代
。

　
エ
リ
ナ
ー
が
Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｓ
の
伴
奏
で
ス
ロ
ー
な
曲
を
歌
い
始
め

る
。

　
永
遠
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
「
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
は
私
と
」
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
イ
サ
ム
達
は
、
チ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
興
じ
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
を
よ
そ
に
、

三
々
五
々
、
目
立
た
ぬ
よ
う
に
会
場
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。

　
イ
サ
ム
は
フ
ル
ー
ト
を
ケ
ー
ス
に
し
ま
い
こ
み
、
マ
ミ
の
様
子
を
見
に
行
っ

た
。

「
ど
う
？
　
そ
ろ
そ
ろ
、
帰
ろ
う
か
」
と
、
楽
器
を
ケ
ー
ス
に
納
め
る
彼
女
に

声
を
か
け
る
。

「
え
え
」

　
彼
女
の
楽
器
ケ
ー
ス
の
Ｍ
と
Ｔ
の
大
文
字
が
、
妙
に
自
己
主
張
し
て
い
る
よ
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う
だ
。

「
ア
パ
ー
ト
ま
で
、
送
る
よ
」

　
二
人
は
会
場
の
外
ま
で
出
る
と
タ
ク
シ
ー
を
拾
い
、
こ
の
間
、
楽
譜
を
届
け

に
来
た
彼
女
の
ア
パ
ー
ト
に
向
か
う
。

　
建
物
の
前
で
、
タ
ク
シ
ー
が
止
ま
る
。

「
マ
ミ
ち
ゃ
ん
…
…
悪
い
け
ど
、
水
を
一
杯
く
れ
る
？
」
と
、
精
魂
つ
き
果
て

た
イ
サ
ム
が
つ
ぶ
や
い
た
。

　
あ
た
り
は
既
に
、
ほ
ん
の
り
と
明
る
い
。

「
寄
っ
て
行
く
な
ら
、
ど
う
ぞ
」
と
、
彼
女
が
言
っ
て
く
れ
た
。

「
…
…
あ
あ
、
助
か
る
…
…
」

　
タ
ク
シ
ー
が
、
去
っ
て
い
く
。

　
彼
女
は
黙
っ
た
ま
ま
、
玄
関
の
鍵
を
開
け
は
じ
め
る
。
深
閑
と
し
て
お
り
、

鍵
の
音
だ
け
が
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
響
く
。

　
そ
こ
で
イ
サ
ム
は
だ
ん
だ
ん
、
意
識
が
朦
朧
と
し
て
く
る
。

　
階
段
を
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
眠
気
が
襲
っ
て
く
る
。

　
ド
ア
が
開
く
。
ア
パ
ー
ト
に
入
り
、
居
間
ま
で
来
る
と
、
イ
サ
ム
は
倒
れ
る

よ
う
に
ソ
フ
ァ
に
沈
み
込
ん
だ
。

　
彼
女
が
素
直
に
、
グ
ラ
ス
で
水
を
運
ん
で
く
る
。

「
あ
、
ど
う
も
…
…
」

　
彼
が
そ
れ
を
う
や
う
や
し
く
受
け
取
り
、
飲
み
始
め
る
。

　
彼
女
が
ナ
イ
ト
ガ
ウ
ン
に
着
替
え
て
戻
る
頃
に
は
、
彼
は
横
に
な
り
、
熟
睡

し
て
い
た
。

「
意
外
と
、
可
愛
い
ら
し
い
の
ね
…
…
」
と
思
い
な
が
ら
彼
女
は
、
毛
布
を
か

け
て
あ
げ
る
。

　
そ
し
て
身
を
か
が
め
、
頬
に
唇
を
寄
せ
、
お
休
み
の
キ
ス
を
し
て
あ
げ
た
。

　
白
雪
姫
と
違
い
、
彼
が
起
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

３．舞踏会
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